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財田町から来村された皆さん

六
月
二
十
五
日
、
姉
妹
町
村
盟

約
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

洞
爺
村
産
業
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

五
十
名
の
財
田
町
の
皆
さ
ん
が
町

民
ツ
ア
ー
で
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
六
時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
村
の
交
流
会
に
参
加
さ
れ
、

村
内
関
係
団
体
代
表
者
ら
と
懇
談

し
、
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
の
親
戚
の
方
々
も

駆
け
つ
け
、
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
村
内
各
施
設
を
見
学

さ
れ
、
旧
三
樹
園
庭
園
内
の
大
久

保
　
之
丞
翁
の
胸
像
前
で
記
念
撮

影
後
に
、
洞
爺
村
産
業
ま
つ
り
に

合
流
し
ま
し
た
。

滞
在
時
間
が
充
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
と
う
や
牛
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
洞
爺
湖
の
景
観
な

ど
、
洞
爺
村
の
思
い
出
を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
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産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり産業まつり

六
月
二
十
六
日
、
第
三
十
回
洞

爺
村
産
業
ま
つ
り
が
、
中
央
公
園

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

妹
町
村
の
財
田
町
直
送
の
讃
岐
う

ど
ん
、
虻
田
町
の
海
産
物
な
ど
を

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

数
多
く
行
わ
れ
、
洞
爺
レ
ー
ク
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
る
、
カ
ヌ
ー
の
体
験
試
乗
の
ほ

か
、
自
衛
隊
第
七
師
団
音
楽
隊
の

演
奏
や
曙
獅
子
舞
、
さ
ら
に
、
む

ら
び
と
踊
る
社
中
の
皆
さ
ん
に
よ

る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
大
道
芸

人
、
牧
三
四
郎
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ

ッ
ク
・
腹
話
術
・
紙
芝
居
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
の
雨
で
心
配

さ
れ
て
い
た
天
気
も
回
復
し
青
空

が
広
が
る
好
天
に
恵
ま
れ
、
真
夏

を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
中
、
大
勢

の
人
が
訪
れ
、
砂
浜
に
設
置
さ
れ

た
炉
を
囲
み
、
と
う
や
牛
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
洞
爺
の
新
鮮
な
野
菜
や
、

香
り
漬
け
や
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
、
姉

ま
た
、
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
し
て
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
湖

上
か
ら
の
野
菜
ま
き
で
は
、
野
菜

が
ま
か
れ
る
た
び
に
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
水

に
濡
れ
な
が
ら
、
新
鮮
野
菜
を
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
十
回
の
記
念
で
も

あ
り
、
洞
爺
村
と
し
て
は
最
後
の

開
催
と
な
る
た
め
、
い
つ
も
の
年

よ
り
一
時
間
長
く
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
姉
妹
町
村
盟
約
三
十
周
年

を
記
念
し
て
財
田
町
の
一
行
約
五

十
人
の
皆
さ
ん
が
来
村
し
、
ま
つ

り
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況好天に恵まれ大盛況

まつり日和に大勢のお客さんでにぎわう湖畔

希望者が次々にカヌー試乗体験を楽しんだ

暑さに負けず熱演した「曙獅子舞」の皆さん

野菜まきでは湖水に浸かって野菜を受け取るお客さん 笑顔が輝いた「むらびと踊る社中」の皆さん
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第
二
回
洞
爺
村
議
会
定
例
会
が
、
六
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

村
長
及
び
教
育
長
よ
り
行
政
報
告
、
高
橋
議
員
よ
り
一
般
質
問
が
あ
っ
た
ほ

か
、
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員
に
小
林
和
幸
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
洞
爺
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
十
七
年
度
洞
爺
村
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
四
件
、
発
議
四
件
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

洞
爺
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
　
原
案
ど
お
り
可
決

〜
来
年
度
か
ら
﹁
と
う
や
小
学
校
﹂
に
統
合

議
会
の
動
き

第
二
回
洞
爺
村
議
会
定
例
会

▽
電
算
シ
ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
統
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

近
年
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、

地
域
情
報
化
の
核
と
な
る
電
子
自

治
体
の
構
築
を
目
指
し
、
業
務
全

般
に
お
け
る
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
虻
田

町
と
の
合
併
で
誕
生
す
る
新
町
「
洞

爺
湖
町
」
に
お
い
て
も
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

両
町
村
の
既
存
シ
ス
テ
ム
を
最
も

効
率
的
に
統
一
管
理
す
る
新
た
な

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
両
町
村
情
報
担
当

グ
ル
ー
プ
及
び
各
課
の
電
算
シ
ス

テ
ム
担
当
者
に
よ
る
既
存
シ
ス
テ

ム
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
な
が
ら

新
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
協
議
を
進
め
、
新
町
に
お
け
る

新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
基
本
と
な

る
「
虻
田
町
・
洞
爺
村
電
算
シ
ス

テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
化
基

本
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
新
町
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は
、
基
本
計
画
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
本
議
会
に
「
電
算
シ
ス

テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
整
備

事
業
」
の
予
算
を
上
程
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▽
市
民
農
園
の
開
園
状
況
に
つ
い
て

洞
爺
村
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
設
し
て
お
り
ま
す
市
民
農
園
は
、

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が

雪
解
け
の
遅
れ
も
あ
り
、
例
年
よ

り
一
週
間
程
度
遅
い
五
月
十
四
日

に
開
園
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
聞
等
で
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
結
果
、
村
内
外
十
市
町
村

か
ら
参
加
者
が
あ
り
、
七
十
区
画

す
べ
て
が
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
利
用

者
へ
の
栽
培
指
導
者
と
し
て
、
地

域
の
農
業
経
験
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
村
民

と
都
市
住
民
と
の
交
流
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
市
民
農
園
を
利
用
す

る
方
々
が
交
流
を
深
め
合
う
収
穫

感
謝
祭
な
ど
を
行
い
、
十
月
三
十

一
日
に
閉
園
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

▽
「
村
民
植
樹
祭
」
の
終
了
に
つ

い
て

本
年
度
で
四
回
め
を
迎
え
る「
村

民
植
樹
祭
」
を
五
月
二
十
一
日
、

財
田
親
水
公
園
に
お
い
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

当
初
計
画
し
た
日
は
、
あ
い
に

く
の
天
候
で
変
更
に
な
り
ま
し
た

が
、
植
樹
の
日
は
五
月
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
小
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で

三
十
五
名
の
皆
さ
ん
が
植
樹
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
ノ
ム

ラ
モ
ミ
ジ
合
わ
せ
て
四
十
二
本
を

植
樹
い
た
し
ま
し
た
。

▽
村
営
牧
場
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

本
年
度
の
村
営
牧
場
運
営
状
況

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

開
設
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が

成
香
牧
場
は
五
月
十
六
日
、
富
丘

牧
場
は
五
月
二
十
四
日
の
入
牧
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

近
年
に
な
い
積
雪
に
よ
り
雪
解
け

が
遅
れ
、
さ
ら
に
四
月
か
ら
五
月

上
旬
の
低
温
に
よ
り
牧
草
の
生
育

が
思
わ
し
く
な
く
、
成
香
牧
場
に

つ
い
て
は
五
月
二
十
三
日
、
富
丘

牧
場
に
つ
い
て
は
六
月
六
日
か
ら

入
牧
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
現
時
点
で
の
入
牧
頭
数

は
、
成
香
牧
場
が
成
牛
五
十
九
頭

富
丘
牧
場
は
成
牛
四
十
六
頭
、
馬

（
子
付
）
四
頭
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
長
行
政
報
告
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▽
重
要
課
題
に
係
る
要
望
活
動
の

実
施
に
つ
い
て

本
村
の
重
要
な
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
、
去
る
六
月
六
日
及
び
十

日
の
両
日
、
室
蘭
地
方
総
合
開
発

期
成
会
及
び
レ
イ
ク
ト
ピ
ア
21
推

進
協
議
会
の
要
望
会
を
通
じ
て
要

望
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

六
月
六
日
は
虻
田
・
室
蘭
方
面

の
要
望
会
が
開
催
さ
れ
、
午
前
は

佐
々
木
議
長
と
と
も
に
室
蘭
開
発

建
設
部
及
び
胆
振
支
庁
（
室
蘭
土

木
現
業
所
を
含
む
）
に
、
午
後
か

ら
は
、
室
蘭
開
発
建
設
部
有
珠
復

旧
事
務
所
及
び
室
蘭
土
木
現
業
所

洞
爺
出
張
所
に
対
し
ま
し
て
要
望

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
月
十
日
に
は
札
幌
方

面
の
要
望
会
が
開
催
さ
れ
、
北
海

道
庁
で
は
、
吉
澤
副
知
事
を
は
じ

め
各
部
の
部
長
等
に
対
し
、
ま
た

北
海
道
議
会
で
は
、
管
内
選
出
の

神
戸
道
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
田

村
道
議
、
岩
間
道
議
に
対
し
ま
し

て
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

両
日
の
要
望
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
来
年
三
月
の
合
併
を
控
え
、

洞
爺
村
と
し
て
最
後
の
要
望
と
な

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
要
望
項
目
の

中
か
ら
特
に

①
道
道
豊
浦
洞
爺
線
（
洞
爺
村
市

街
地
区
間
）
の
交
通
安
全
施
設

（
湖
側
の
自
歩
道
）の
早
期
着
工

②
道
道
洞
爺
虻
田
線
（
洞
爺
湖
ぐ

る
っ
と
一
周
西
廻
り
線
）
の
早

期
整
備

③
洞
爺
村
市
街
地
地
区
の
街
づ
く

り
交
付
金
の
採
択
と
事
業
の
推

進
の
三
点
に
つ
き
ま
し
て
特
に
重
点

を
置
い
て
、
要
望
活
動
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
洞
爺
村
の
重
要
な
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
粘
り
強
く
要
望
活

動
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

▽
平
成
十
七
年
度
主
要
事
業
の
発

注
状
況
に
つ
い
て
（
平
成
十
七

年
六
月
一
日
現
在
）

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委

託
、
財
田
キ
ャ
ン
プ
場
等
管
理
運

営
委
託
等
主
要
事
業
発
注
状
況
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

▽
平
成
十
七
年
度
学
級
編
成
に
つ

い
て

平
成
十
七
年
度
村
立
学
校
の
学

級
編
成
は
、
五
月
一
日
現
在
を
基

準
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

各
学
校
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
洞
爺
村
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
洞
爺
村
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
を
去
る
五
月
十

日
、
洞
爺
村
開
拓
記
念
の
日
に
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
次
の
方
々
が
受
賞

者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

文
化
奨
励
賞
（
児
童
生
徒
の
部
）

高
橋
　
沙
帆
（
洞
爺
小
学
校
五

年
）【
絵
画
】

第
五
十
回
全
日
本
学
生
美
術

展
で
油
絵
作
品
に
て
佳
作
賞
を

受
賞
。

文
化
振
興
賞
（
一
般
の
部
）

村
上
　
隆
昭
【
洞
爺
村
文
化
協

会
役
員
】

平
成
元
年
よ
り
洞
爺
村
文
化

協
会
の
事
務
局
長
、
平
成
十
四
　

年
よ
り
副
会
長
。

京
谷
　
う
め
子
【
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
会
長
】

平
成
元
年
か
ら
十
三
年
間
、

読
み
聞
か
せ「
タ
ン
ポ
ポ
の
会
」

会
長
。

教
育
長
行
政
報
告

児童生徒数 学　級　数 教職員数

学校名

区分

17年度 前年対比 17年度 前年対比 17年度 前年対比

55人 1人 7 △ 1 11人 △ 1人

12人 2人 4 0 7人 0人

10人 △ 1人 3 0 5人 0 人

13人 1人 3 0 5人 0人

90人 3人 17 △ 1 28人 △ 1人

43人 △22人 3 0 11人 0人

74人 △ 5人 3 0 14人 0人

231人 △24人 23 △ 1 53人 △ 1人

（特殊学級　洞爺小学校 ２　成香小学校 １）

洞爺小学校

成香小学校

香川小学校

大原小学校

小 学 校 計

洞爺中学校

洞爺高等学校

合　　　計
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塩
田
　
直
美
【
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ー

ン
ズ
会
長
】

昭
和
六
十
年
に
設
立
し
た
女

性
コ
ー
ラ
ス
「
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ー

ン
ズ
」
の
通
算
十
二
年
間
会
長
。

渋
谷
　
待
子
【
む
ら
び
と
踊
る

社
中
の
指
導
者
】

平
成
六
年
七
月
に
設
立
さ
れ

た
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
「
む
ら

び
と
踊
る
社
中
」
の
指
導
者
。

矢
野
　
貞
信
【
初
霜
山
の
整
備

と
青
少
年
健
全
育
成
】

香
川
県
か
ら
開
拓
団
が
初
め

に
入
植
し
た
場
所
、
初
霜
山
に

石
碑
を
建
立（
平
成
六
年
八
月
）。

周
辺
を
整
備
さ
れ
、
村
内
小
学

校
の
授
業
時
に
開
放
し
児
童
の

体
験
学
習
の
充
実
、
推
進
に
貢

献
。

▽
平
成
十
七
年
度
保
育
所
入
所
児

童
数
に
つ
い
て

本
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
数

に
つ
い
て
は
、
六
月
一
日
現
在
次

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
新
た
に
制
度
化
し
、
開

始
し
た
延
長
保
育
の
利
用
人
数
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

洞
爺
保
育
所
　
　
九
名

さ
く
ら
保
育
所
　
四
名

▽
洞
爺
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
つ
い
て

子
育
て
を
し
て
い
る
一
人
親
や

共
働
き
家
庭
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
づ
く
り
を
整
え
る
こ
と
か
ら

開
始
し
た
子
育
て
支
援
事
業
の
児

童
数
は
、
六
月
一
日
現
在
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
児
童
数
　
　
五
名

▽
洞
爺
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

（
来
年
度
よ
り
村
立
小
学
校
四

校
が
「
と
う
や
小
学
校
」
一
校
に

統
合
さ
れ
ま
す
。）

▽
虻
田
郡
虻
田
町
及
び
虻
田
郡
洞

爺
村
の
合
併
に
関
連
す
る
業
務

の
事
務
委
託

（
電
算
シ
ス
テ
ム
等
の
事
務
の

管
理
及
び
執
行
を
虻
田
町
に
委
託

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
町
と
協

議
す
る
た
め
に
定
め
る
も
の
で
す
。）

▽
西
い
ぶ
り
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

（
広
域
的
に
連
携
で
き
る
事
項

を
調
査
研
究
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。）

▽
平
成
十
七
年
度
洞
爺
村
一
般
会

計
補
正
予
算

（
主
に
合
併
に
伴
う
電
算
シ
ス

テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
整
備
事

業
、
洞
爺
小
学
校
校
舎
増
改
修
事

業
に
よ
る
も
の
で
す
。）

▽
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

七
月
二
十
日
か
ら
の
任
期
に
係

る
洞
爺
村
農
業
委
員
会
委
員
の
議

会
推
薦
委
員
に
成
香
の
小
林
和
幸

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
高
橋
利
典
議
員

・
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

・
街
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
狙
い

と
経
済
効
果
に
つ
い
て

・
小
学
校
統
合
後
の
廃
校
利
用
に

よ
る
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て

（
質
問
・
答
弁
の
内
容
に
つ
い

て
は
七
月
発
行
予
定
の
「
村
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

▽
温
暖
化
ガ
ス
吸
収
源
と
し
て
の

森
林
機
能
対
策
充
実
に
関
す
る

意
見
書

▽
分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会

制
度
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

▽
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

維
持
・
堅
持
に
係
わ
る
意
見
書

（
国
の
関
係
機
関
に
提
出
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。）

未満児 年中 年長
（1〜2歳児） （3〜4歳児） （5歳児）

1人 18人 8人 27人

計

洞爺保育所

条
例
の
改
正

補
正
予
算

人
　
　
事

発
　
　
議

一
般
質
問

規
約
の
制
定
・
変
更

年中 年長
（3〜4歳児） （5歳児）

3人 8人 3人 14人

計２歳児

さくら保育所
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こんな事業に

取り組んでいます
村は

産業建設課

◇認定農業者とは

農業の担い手不足が深刻化するなか、意欲と能力のあるプロの農業経営者を育成・確保して
いくことが、農政の重要な課題となっています。
認定農業者制度とは、このような課題を解決するための施策で、農業で頑張っていこうとす
る農業者が立てた計画を市町村が認定し、その計画の実現に向けた取り組みを、関係機関・団

体が連携して支援していこうとする制度です。
認定農業者になると次のような支援措置があり、農業経営の改善に向けた取り組みを進める

上で有利な制度となっています。

認定農業者のメリット

①農地や施設への投資支援

農業経営改善のための長期低利資金（L資金等）などの融資制度が利用できます。
②農地集積と規模拡大支援

農地の利用集積に係る各種制度が利用できます。
③老後の生活のための支援

認定農業者が青色申告を実施している場合、農業者年金の保険料助成が受けられます。

◇国・道・村の取り組み

国では、新たに策定した「食料・農業・農村基本計画」において、各種の農業施策を幅広

い農業者を対象とするのではなく、「担い手」に集中化・重点化することとしており、担い手
を明確化するための仕組みとして認定農業者制度の活用が明記されました。基本計画の目玉と
して「経営安定対策の対象」は、第1に認定農業者であることとされています。
このようなことから、北海道においても、本年6月〜8月を「担い手育成・確保強調月間」
と位置づけ、認定農業者の育成・確保対策を推進することとしており、洞爺村においても地域

の農業者を守り・育てることが、持続的な農業経営の発展につながることから、農業委員会・

JAとうや湖・農業改良普及センターと連携を図り、村内農業者を対象に、認定農業者制度の
普及・啓蒙を強力に推進し、村内認定農業者の増加を目指します。

認定農業者を志す農業者の方は、役場産業建設課産業係までご連絡ください。村では一人

でも多くの農業者の皆さんが認定農業者制度を利用できるよう、相談をお受けしていますので
お気軽にお問い合わせください。
なお、広報8月号では、認定農業者になるための申請手続きについてお知らせいたします。

認定農業者制度の活用に向けた取り組みについて　

お問合せ先
洞爺村役場産業建設課産業係　　☎82-5111
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農業研修センター

長芋は、他の作物と比較して露地野菜では収益性が高く比較的価格が安定しており、長芋

の産地として生き残るためには、優良種子の確保が不可欠となっています。
長芋の生産にあたっては、他産地からの導入種子を利用していましたが、ウイルスに汚染さ
れた種子も多くなっていることから、優良種子の必要性が高まっています。これにより、昨年

から農業研修センター試験圃場で、網室ハウスを１棟設置し独自の種子確保を図るため「ムカ
ゴ栽培」の生産研究を実施しております。現在行われている増殖法に比べると、種子の生産量

は約５０倍〜１００培多くなります。

長いも優良種子生産研究事業について

様々な地域の人々に農業を体験できる区画を提供し、洞爺村の雄大な自然の中で作物を作

り育てる喜びを味わってもらっています。洞爺村を広くPRし、交流人口の増大を図ることを
目的に、平成１３年度から本事業を実施しており、秋には利用者の家族・友人を交えた収穫

祭を行っています。
また、農業技術指導員の栽培相談の他、本年度からは老人クラブの農業経験者による栽培

相談の協力も得て実施しています。

開園期間　平成１７年５月１４日（土）〜１０月３１日（月）
区 画 数　７０区画（面積１区画３０㎡）
利 用 料　１区画３千円

利用状況　新規利用者１１名　継続利用者３６名　　　　

札幌市４名　白老町１名　登別市９名　室蘭市１２名　伊達市４名

虻田町２名　豊浦町２名　壮瞥町１名　留寿都村１名　洞爺村１１名

市民農園開放事業について

JAとうや湖管内町村の農業者を対象に、農業研修センターで土壌分析を実施しています。
一般分析（８項目）ＰＨ、ＥＣ、ＣＥＣ、リン、カリウム、カルシウム、マグネシウム

リン酸吸収係数、硝酸態窒素(ＥＣ0.2以上)
分析手数料　　　６５０円

選択分析（９項目）一般分析に熱水抽出性窒素を加えたもの。
分析手数料　１，１００円

土壌分析事業について
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運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム運動会アルバム
六
月
五
日
洞
爺
小
学
校
、
六
月
十
八
日
成
香
小
学
校
、
六
月
十
九
日
香
川
小

学
校
、
大
原
小
学
校
の
各
小
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
は
、
来
年
度
か
ら
一
つ
の
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
た
め
、

最
後
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
で
は
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん
、
父
母
や
地
域
の
大
勢
の
人
た
ち
が
参

加
し
、
閉
校
記
念
の
運
動
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
洞
爺
小
学
校
」
の
文
字
入
り
パ
ズ
ル
の

完
成
を
目
指
し
て
競
う
！
（
洞
爺
小
）

過
去
の
地
域
の
こ
と
を
振
り
返
っ
た
ク
イ
ズ
に
、

○
か
×
の
答
を
出
し
移
動
し
て
競
う
！
（
成
香
小
）

伝統を守り児童全員で鼓笛隊
を編成、演奏しながら堂々の
行進！　（大原小）

「
失
敗
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
！
」
そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
記
録
に
挑
戦
し
た
縄
跳
び
（
香
川
小
）
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疲
れ
て
い
て
も
太
い
綱
を
ギ
ュ
ッ
と
握
っ
て
、

全
力
で
引
き
合
う
紅
白
綱
引
き
（
洞
爺
小
）

神々しい不思議な雰囲気を感じさせてくれた
「神楽」の舞　（成香小）

普通はなかなか乗れません！練習を重
ねて一輪車の爆走リレー （香川小）

口だけ使ってアメさがし！顔中粉だらけになり
目に入って大変だった子もいた （成香小）

相手の動作をよく見て、ボードに書
かれた言葉を当てるとゴールへ！
（大原小）
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六
月
二
十
四
日
、
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
で
子
ど
も
十
二
名
、
お
と
な

十
二
名
が
参
加
し
、
キ
ッ
ズ
ベ
ン

チ
ャ
ー
兼
寿
大
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
と
お
と
な
が
二
人

一
組
と
な
り
交
互
に
ボ
ー
ル
を
打

ち
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
寿
大
学
の
皆

さ
ん
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
ボ
ー

ル
を
打
ち
、
な
か
な
か
上
手
に
ボ

ー
ル
を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
カ

ッ
プ
付
近
で
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
方

向
に
ボ
ー
ル
飛
ば
す
子
ど
も
た
ち

に
、
悪
戦
苦
闘
？
し
な
が
ら
も
楽

し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

大通り会場で舞う「むらびと踊る社中」の皆さん

パークゴルフに参加した皆さん

指導にも熱が入る（優勝された二人）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

キ
ッ
ズ
ベ
ン
チ
ャ
ー
兼
寿
大
学

「むらびと踊る社中」札幌本祭出場
YOSAKOIソーラン祭り

札
幌
市
を
会
場
に
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
が
今
年
も
開
催
さ

れ
、
六
月
十
一
、
十
二
日
に
は
本

村
か
ら
「
む
ら
び
と
踊
る
社
中
」

（
代
表
塩
田
直
美
さ
ん
）
二
十
一
人

が
九
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。同

チ
ー
ム
は
十
一
年
前
に
村
の

夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
結

成
さ
れ
、
当
時
村
規
模
で
は
初
め

て
の
本
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
合
併
を
控
え
、
洞
爺
村
と

し
て
は
最
後
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。今

年
は
、
衣
装
、
曲
及
び
振
付

も
一
新
、
演
舞
は
、
噴
火
か
ら
洞

爺
湖
の
誕
生
、
祭
り
で
賑
わ
う
村

の
様
子
へ
と
場
面
が
テ
ン
ポ
よ
く

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
展
開
し
、
最
大

の
見
せ
場
と
な
る
噴
火
を
表
現
す

る
太
鼓
音
と
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

演
舞
に
先
立
つ「
口
上
」に
は
菊

地
村
長
の
応
援
を
得
て
メ
ン
バ
ー

も
大
い
に
張
り
き
り
見
事
な
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と

全
道
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
「
む

ら
び
と
踊
る
社
中
」
の
皆
さ
ん
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

札
幌
市
を
会
場
に
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
が
今
年
も
開
催
さ

れ
、
六
月
十
一
、
十
二
日
に
は
本

村
か
ら
「
む
ら
び
と
踊
る
社
中
」

（
代
表
塩
田
直
美
さ
ん
）
二
十
一
人

が
九
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。同

チ
ー
ム
は
十
一
年
前
に
村
の

夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
結

成
さ
れ
、
当
時
村
規
模
で
は
初
め

て
の
本
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
合
併
を
控
え
、
洞
爺
村
と

し
て
は
最
後
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。今

年
は
、
衣
装
、
曲
及
び
振
付

も
一
新
、
演
舞
は
、
噴
火
か
ら
洞

爺
湖
の
誕
生
、
祭
り
で
賑
わ
う
村

の
様
子
へ
と
場
面
が
テ
ン
ポ
よ
く

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
展
開
し
、
最
大

の
見
せ
場
と
な
る
噴
火
を
表
現
す

る
太
鼓
音
と
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
大

き
な
歓
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。



11

花
い
っ
ぱ
い
協
議
会
で
は
、
今

年
か
ら
村
の
顔
で
あ
る
水
の
駅
前

に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
来
村
す

る
方
々
に
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
六
月
四
日
（
土
）
に
花
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
二
十
五
名
ほ
ど
集
ま
り
、
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
な
が
ら
熱
心
に
花
植

え
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
水
の
駅
に
お
越
し
の
際

は
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
を
ご
覧
下
さ

い
。

六
月
二
十
四
日
、
成
香
小
学
校

で
札
幌
交
響
楽
団
の
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
で
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を

務
め
て
い
る
菅
野
ま
ゆ
み
さ
ん
を

招
き
音
楽
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
授
業
は
、
村
の
「
特
色
あ

る
教
育
活
動
」
事
業
の
一
環
と
し

て
子
ど
も
達
に
音
楽
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
児
童
の
ほ
か
保
護
者
も
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
野
さ
ん
は
、
子
ど
も
達
に
な

じ
み
の
あ
る
曲
や
難
し
い
バ
ッ
ハ

な
ど
の
演
奏
を
行
い
、
色
々
な
楽

器
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
音
楽
は
人
の
心
を
癒
す
だ
け

で
な
く
、
植
物
の
生
育
や
乳
牛
の

乳
の
出
に
も
良
い
影
響
が
出
る
こ

と
な
ど
、
音
楽
の
持
つ
力
や
魅
力

に
つ
い
て
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
た
ち
は
実
際
に
バ

イ
オ
リ
ン
に
触
れ
、
菅
野
さ
ん
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
弾
き
方

を
教
わ
り
、「
ど
う
、
簡
単
で
し
ょ

う
」
と
聞
か
れ
る
と
「
簡
単
だ
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
は
思
い
思
い
の

楽
器
を
手
に
持
ち
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
、「
空
腹
」
や
「
怒
り
」
な
ど
を

楽
器
で
表
現
し
他
の
グ
ル
ー
プ
に

当
て
て
も
ら
う
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

音
で
の
表
現
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。菅

野
さ
ん
に
よ
る
授
業
は
、
八

月
、
十
月
に
も
行
わ
れ
ま
す
。

遅
い
雪
解
け
と
、
四
月
、
五
月

の
低
温
に
よ
り
牧
草
の
生
育
が
遅

れ
た
た
め
、
前
月
よ
り
延
期
さ
れ

て
い
た
富
丘
牧
場
へ
の
入
牧
が
六

月
六
日
に
、
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

出
足
は
や
や
悪
か
っ
た
も
の
の
十

時
過
ぎ
か
ら
は
次
々
と
牛
や
馬
が

運
搬
車
で
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

害
虫
防
止
の
た
め
の
薬
を
掛
け
、

検
査
の
た
め
、
注
射
器
で
血
液
採

取
等
が
獣
医
に
よ
り
行
わ
れ
、
落

ち
着
か
な
い
様
子
だ
っ
た
牛
た
ち

も
、
野
に
放
さ
れ
た
後
は
、
草
を

食
み
、
仲
間
と
元
気
に
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。

花
植
え
の
準
備
を
す
る
皆
さ
ん

特
色
あ
る
教
育
活
動

成
香
っ
子
に
音
楽
授
業

入
牧
開
始

村
営
富
丘
牧
場

水
の
駅
前
に
花
植
え

花
い
っ
ぱ
い
協
議
会

バイオリンの音色に聞入る子どもたち

仙台市出身。東京芸術大学附属高等
学校卒業。米サンフランシスコ音楽院
卒業後、同音楽院ならびにスタンフォ
ード大学講師を務める。後にフィラデ
ルフィア弦楽四重奏団の第一バイオリ
ニストとして全米、メキシコ、ヨーロ
ッパで演奏。バンクーバーシンフォニ
ー、東京交響楽団などでオーケストラ
活動も多数。1998年から札幌交響楽
団コンサートマスターを務める。

採血後、運搬車から牧場に放たれる

菅野まゆみさんのプロフィール
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六
月
十
一
日
に
室
蘭
市
で
行
わ

れ
た
、
第
二
十
三
回
道
小
学
生
競

技
記
録
会
兼
第
七
回
室
蘭
地
方
小

学
生
陸
上
競
技
大
会
で
、
二
名
が

七
月
に
函
館
市
で
行
わ
れ
る
全
道

大
会
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
百
㍍
四
年
】

一
位
　
今
村
　
祐
貴
（
洞
爺
小
）

三
位
　
合
田
　
真
悟
（
洞
爺
小
）

【
八
百
㍍
四
年
】

二
位
　
合
田
　
真
悟
（
洞
爺
小
）

広
報
６
月
号
10
ペ
ー
ジ
の
市

民
農
園
開
園
の
記
事
で
「
大
西

勝
義
さ
ん
が
農
業
指
導
員
と
し

て
」
と
記
載
し
て
い
ま
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
農
業
指

導
を
し
て
い
た
だ
く
方
と
い
う

意
味
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
誤

解
を
招
く
表
現
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
同
号
７
ペ
ー
ジ
の

「
こ
ん
に
ち
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
」

の
欄
で
舘
江
弘
明
さ
ん
の
長
男

の
名
前
を
克
船
（
か
つ
ふ
ね
）

く
ん
と
記
載
し
た
の
は
、
克
舟

︵
か
つ
ふ
ね
︶く
ん
の
誤
り
で
し

た
。訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

成
　
績

よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た

第
二
十
三
回
道
小
学
生
競
技
記

録
会
兼
第
七
回
室
蘭
地
方
小
学

生
陸
上
競
技
大
会

☆平成17年１月２日生まれ

☆長男　☆６町内

お父さん お母さん

慎さん

思いやりがあり、強い男
の子になってほしいという
思いから名付けました。

由香さん

明るく元気に育ってくだ
さい。

大西　巧
たく

真
ま

くん

虻
田
町
情
報
コ
ー
ナ
ー

洞
爺
湖
温
泉
夏
ま
つ
り

全道大会出場を決めた二人（左から合田真悟くん、今村祐貴くん）

訂
正
と
お
詫
び

洞
爺
湖
温
泉
の
イ
ベ
ン
ト
「
洞
爺
湖
温
泉
夏
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
「
有
珠
山
噴
火
５
年
感
謝
祭
in
と
う
や

湖
」
噴
火
復
興
記
念
サ
マ
ー
ド
リ
ー
ム
事
業
の
箱

根
大
名
行
列
、
噴
火
再
現
花
火
大
会
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
も
同
時
に
開
催
さ
れ
ま

す
。箱

根
大
名
行
列
に
は
村
内
か
ら
参
加
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時
　
平
成
十
七
年

七
月
十
六
日(

土)

十
七
日(

日)

会
場
　
洞
爺
湖
温
泉
駅
前
桟
橋
前
特
設
会
場


